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1 はじめに 

 近年、歩くことに対する社会的関心が高まっ

ており、「まちあるき」を利用して地域活性化

支援を行う例が増えている[1]。 

この支援では、利用者が目的地だけではなく

周辺にも目を向け、まちを歩行・滞留し、経済

活動を行うこと(以下、この行動を回遊行動とす

る)が必要とされている。 

従来では、まちあるきを利用した支援として、

スタンプラリー形式のイベント開催やモデルコ

ースの作成などが採用されている。これらの支

援は、利用者が効率よく目的地を巡ることがで

きるほか、目的地間を直線的に移動する経路の

活性化を行うことが期待できる(図 1)。しかし、

図 1 のように、目的地どうしを結ぶ直線上から

離れた場所にある施設や店舗には、目を向けな

いままになりがちである。さらに、塚中らは、

経路表示や観光名所推薦をする支援では、新た

な体験や発見が制限される可能性があると指摘

している[2]。したがって、まちあるきを用いた

支援では、まちあるきの対象となる範囲全体を

面として捉え、目的地間を移動する直線だけで

はなく、面的な支援が可能となる仕組みが必要

である(図 2)。 
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図 1 従来のまちあるき支援 
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図 2 必要とされるまちあるき支援 

 

また、従来の方法では、期間限定のイベント

として開催されるものも多い。しかし、まちあ

るきは、通勤通学や生活用品の購入など、普段

の日常生活でも行われる動作である。そのため、

日常生活でも取り入れてもらえる仕組みである

ことが必要だと考える。 

 そこで本稿では、利用者のまちあるきにおけ

る回遊行動の支援を、対象となる範囲全体で行

うことが可能であり、かつ、日常的に利用して

もらえる仕組みを構築する。そして、支援シス

テムとして構築した「まちあるきカウントシス

テム」を活用し、より効果の高い地域活性化支

援の実現を目指した。 

 

２ まちあるきカウントシステム 

2.1 まちあるきとは 

 本稿では、まちあるきの定義を「目的の有無

に関わらず、ある一定の範囲内を、乗り物など

を利用せずに歩く、もしくは滞在すること」と

する。 

2.2まちあるきカウントシステムとは 

 まちあるきカウントシステムとは、システム

に設定した範囲内(以下まちあるき範囲とする)

でまちあるきをすることで「カウント」が増加

していき、カウント数が一定以上になるとイン

センティブが取得できる仕組みである(図 3)。 

 まちあるき範囲全域の支援が可能であり、目

的地なども指定していないため、利用者が周り

に目を向けながらまちあるきを行う支援を促す

ほか、利用者が目的を持たずにまちを散策する

場合でも支援が可能である。 
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図 3 まちあるきカウントシステムの概要 

 

2.3 開発環境 

 また、本システムは Androidアプリとして実

装した。開発環境を表１に示す。 

 

表１ システムの開発環境 
OS Windows8.1 

開発ソフト AndroidStudio(2.2.3) 

開発言語 Java 

 

３ 実証実験 

 まちあるきカウントシステムの効果を検証す

るために実験を行った。既存のまちあるき支援

システムとは異なるため、既存のシステムとの

比較実験を行った。実験の概要を表 2に示す。 

3.1 実験の概要 

①既存の支援システムの設定 

 既存の支援システムとして、フォトスタンプ

ラリーを設定した。これは、指定した３つの場

所の写真を、利用者に集めてもらうというもの

である。１５名に協力してもらった。 

②まちあるきカウントシステムの設定 

 今回は、3 分間まちあるきをするごとにカウン

トが１増加する設定にした。利用者には、カウ

ントが５以上になるまでまちあるきを続けても

らう。協力者１６名のうち、１０名には通常の

システムを(図４a)、６名にはおすすめスポット

が紹介されるシステム(図４b)を使用してもらっ

た。 

 ①②どちらのシステムも、最短所要時間は約

15分に設定し、インセンティブとしてコンビニ

で利用できるクーポン 300円を設定した。実験

終了後にアンケートを実施した。 

3.2 結果と考察 

 実験の結果、まちあるきカウントシステムに

は既存のシステムと同等以上のまちあるきを楽

しむ効果があり、日常生活のふとした瞬間で使

用してもらえる可能性があるほか、店舗や施設 

(a)通常のシステム    (b)おすすめスポット表示 

図 4  アプリケーション画面  

 

を利用しやすくなり、回遊行動が実現している

ことが分かった。これは、従来の支援とは異な

り、目的地を指定・強制しなかったため、回遊

行動の促進につながったのではないかと考える。 

 また、従来の支援方法と比べると、利用者に

新しい出会いをもたらす力が弱いという課題が

見つかった。これは、まちあるきカウントシス

テムでは訪れる場所の選択が利用者に依存する

ため、利用者があえて新しい場所に行かなけれ

ば新しい出会いがないためであると考えらえる。

新しい出会いは、まちへの印象向上につながる

ため、改善が必要である。 

４ まとめと今後の展望 

 実験を行うことで、まちあるきカウントシス

テムの利点と課題点を発見することができた。 

 今後は、利用者に新しい出会いをもたらす仕

組みを新たに構築・実装することが必要である。 

 発表では、本システムを iPhoneアプリにも実

装し、新たに実験を行った結果を併せて報告す

る。 
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